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産学連携事業
教員採用試験問題の分析から見た特別支援教育における教師教育の課題
Issues in the education of special support education teachers, 












































現在の学級定員数の基準は40人であり， R. P. ドー
アが30年前に指摘したように，発展途上国並のままであ




































































対応した専門性を確保しつつ， LD, ADHD, 高機能自
閉症等を含めた総合的な専門性を担保する「特別支援学




































































































































































以上の 6項目間の度数に偏りがあるか， x2 （カイニ
乗）検定により調査したところ，項目間の度数に偏りが
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以上の 6項目間の度数に偏りがあるか， X2検定によ
り調査したところ，項H間の度数に偏りがあることが判
明した。 X2 (5) = 98.51, p = 0.000そこで，どこの項
目間に差があったのか，ライアンの多重比較を行い調べ
たところ，以下の表 4のようになった。































































明した。 X2 (6) = 59.93, p = 0.000そこで， どこの項
目間に差があったのか，ライアンの多重比較を行い調べ
たところ，以下の表 6のようになった。
表 6 ライアンの多重比較（有意水準 5%) 
項H間
①>④③＞⑥  









































































3.883 -0.668 -4.659 
＊ ＊ ns ＊ ＊ 
-0.721 1.728 -1.247 
ns + ns 
- --- ---- -
-3.475 -1.028 6.313 
＊ ＊ ns ＊ ＊ 










































































教育の基礎理論 189 32 4 
心理，生理及び病理 135 32 1 





教育の基礎理論 194 30 1 
心理，生理及び病理 144 23 1 




2.667 -0.356 -1.473 -1.846 





+p<.10 *p<.05 **p<.01 
表 9と表10について 3分野に対する「知識の偏重度」






























































〇 痙直型（悛剛型を挙げることもあるが、痙直型の 〇 四肢まひ
一種とも考えられる） 0 三肢まひ
〇 アテトーゼ型（不随意運動型ということもある） 0 同まひ
低緊張性 〇 対まひ（ついまひ）
緊張性（ジストニー災ということもある） 0 片まひ（へんまひ、またはかたまひ）
〇 失躙型 〇 単まひ
〇 混合型 0 両側性片まひ
OO > [l][`OO
a 痙直性同まひ型 b 失鯛型 c 緊張性アテトーゼ型
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本研究は，平成17年度筑波大学附属学校教育局と時事
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の全国の教員採用試験問題を検討したものについて，再
検討したものである。
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